
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

1. はじめに 

当学園の設立経緯といたしましては、当初トヨタ直営として 1954年東京都の「日本自動車学校」内

に整備課（現東京校）を設立、また 1961 年愛知県に「中部日本自動車整備専門学校」（現名

古屋校）、を設立いたしました。その後学校法人を発足させ、東京校は「トヨタ東京整備学園」が、名

古屋校は「トヨタ名古屋整備学園」が運営を引き継ぎ、さらに 1992年にはトヨタとして 3校目となる「ト

ヨタ神戸整備学園 関西自動車整備専門学校」（現神戸校）を設立し、三校三法人で運営をして

まいりました。そして昨年 2025年 4月には今後の更なる発展を期して、三校一法人に統合いたしまし

た。 

このたびは一法人として 3校を運営していくにあたっての最初の中期計画を作成いたします。技術の進

化や社会から求められる教育の変化へ迅速かつ高いレベルで対応していくと共に、自動車業界から期待

される技術系人材の育成と安定的輩出、加えて経営の安定に努めていく所存です。 

 

 

2. 基本理念 

「技術と信頼で未来を創る」 

私たちは、長きにわたる歴史と経験を礎に、高い教育力で次世代を担う自動車整備技術者を育成

し、進化し続けるモビリティ社会を支える存在であり続けます。トヨタ自動車が設立した大学校として、先

進の技術知識と技能を兼ね備え、かつお客様から信頼されるプロフェッショナルを育成することで社会に

貢献していきます。 

■キーワード 

〈先進技術と実践教育〉 

 常に最新の技術を取り入れ、実践的な学びを 

通じて即戦力となる人材を育成します。 

〈信頼と誠実さ〉 

 整備士に求められる高い倫理観とお客様からの 

信頼を大切に考えます。 

〈未来への挑戦〉 

 次世代のモビリティ社会を担う、常に前向きな 

考え方で進んでいく姿勢を育みます。 

 



  

■シンボルマークと意味 

 

 

 

 

 

3. 組織図 

本部はガバナンスの中枢として法人全体の方針決定を行い、各設置校（東京校、名古屋校、神戸

校）は教学部門として自律的に運営しています。 

 

 

 

 

トヨタサービスの 3S 精神に基づき基本理念とした技術・信頼・未来の 3 要素

の教育で成長していく人材の姿、またその育成を担う東京・名古屋・神戸 3校

の横の繋がりを強化し向上していく様を現しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


